
様式第１－４号                              （R6.10 改正） 

 

※求職する保護者がすべて記入してください。  

児童氏名

平・令　 　年 　　月 　　日生

児童氏名

平・令　 　年 　　月 　　日生

児童氏名

平・令　 　年 　　月 　　日生

　利用(希望)施設名

 

求職に関する申立書 

 

長野市長     宛  

令和  年  月  日  

住 所  長野市  

申 立 人 氏 名  
（求職活動をしている保護者） 

 

 

 私は、次の状況により求職活動（または起業準備）をしており、保育を必要とする

状態であることを申し立てます。なお、認定期間開始から  90 日以内  に就労証明

書を提出いたします。  

 保育施設を利用していて、定められた期間に就労証明書を提出しない場合

は、施設を退所します。  
 

１ 離職年月日（現在、就労を理由に給付認定を受けている方のみ）  

令和  年  月  日 

（※離職票又は雇用保険受給資格者証の写しを添付してください。） 

２ 求職方法（該当する番号に○をしてください。）  

ア 公共職業安定所（ハローワーク）に依頼し、求職活動をしている。  

イ 民間の就職斡旋機関に依頼し、求職活動をしている。  

ウ 起業準備をしている。  

エ その他（具体的に）  

   

   

   
３ 求職している職業（例 事務、店員等）、または起業予定の事業  

   

   

   ４ 事業開始予定年月日（２求職方法で「ウ起業準備をしている。」を選択した方のみ） 

  令和  年  月  日  

※『利用のご案内』に記載のとおり、求職活動による認定有効期間は 90 日です。 

※「求職活動」とは、主に面接のための企業訪問やハローワークでの活動など、外出を常態とす

ることや、求職サイトや派遣会社への登録等の活動をいいます。単に自宅での求人情報誌等の

閲覧、電話での活動等で、それらを客観的に証明できない場合は求職活動とはみなされない場

合があります。 

※認定期間開始以降、求職活動状況を毎月報告していただきます。 

※求職活動を理由としたまま期間満了となった場合、同じ年度内に再び求職活動を理由として認

定を申請することは施設の形態を問わずできません。 


